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現段階における社会主義建設と共和国政府の

対内外政策について

―朝鮮民主主義人民共和国最高人民会議第１４期第１回会議で

おこなった施政演説－

2019年4⽉12⽇

⾦ 正 恩

 親愛なる代議員のみなさん。
 朝鮮⺠主主義⼈⺠共和国最⾼⼈⺠会議第14期第１回会議は、⾃主の道にそって前進する
わが共和国の尊厳と国⼒が⼒強く誇⽰され、社会主義建設がとりわけ重要な問題となって
いる時期に招集されました。
 全⼈⺠の⾼い政治的熱意と積極的な参加のもとに最⾼⼈⺠会議第14期代議員選挙が成功
裏におこなわれ、共和国政府が新たに組織されることによって、われわれの国家主権はよ
りいっそう強化され、党と共和国政府のまわりに⼀致団結し、社会主義のより⾼い段階に
むかって確信をもって前進する朝鮮⼈⺠の⾰命的進軍はさらにはやまるでしょう。
 わたしは、代議員のみなさんが全⼈⺠の意思を代表して、わたしに栄えあるわが祖国―
朝鮮⺠主主義⼈⺠共和国の国務委員会委員⻑としてふたたび国家の事業全般を導いていく
ようあつい信頼を寄せてくれたことにたいし⼼から感謝し、共和国の発展、繁栄とわが⼈
⺠の幸福のために献⾝奮闘することをおごそかに誓います。
 同志のみなさん。
 全社会の⾦⽇成・⾦正⽇主義化の旗じるしを⾼くかかげて社会主義偉業を達成すること
は、共和国政府に提起されている重⼤な歴史的任務です。
 全社会の⾦⽇成・⾦正⽇主義化はわが党と共和国政府の最⾼綱領であり、社会主義国家
建設の総体的⽅向、総体的⽬標です。
 ⾦⽇成・⾦正⽇主義を国家建設と活動に確実に具現してこそ、わが共和国を永遠に⾦⽇
成、⾦正⽇同志の国家として強化発展させ、⾦⽇成同志と⾦正⽇同志の志と念願どおりに
わが⼈⺠の⾃主的要求と理想をりっぱに実現していくことができます。
 わが共和国政府は、全社会を⾦⽇成・⾦正⽇主義化するための闘争をより⼒強くくりひ
ろげて、社会主義偉業の遂⾏において決定的な勝利をおさめていくでしょう。
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 同志のみなさん。
 全社会の⾦⽇成・⾦正⽇主義化を実現するうえでわれわれに提起されている基本闘争課
題は社会主義強国建設偉業を達成することです。
 社会主義強国建設は社会主義の完全な勝利をなしとげるための闘争の歴史的段階であ
り、それは⾦⽇成・⾦正⽇主義国家建設思想を確実に具現してこそりっぱに達成されま
す。
 ⾦⽇成・⾦正⽇主義国家建設思想には、わが共和国を歴史上もっとも尊厳があり、強⼒
な社会主義国家として強化発展させてきた⾦⽇成同志と⾦正⽇同志の国家建設の思想と業
績が集⼤成されており、国家政権を政治的武器として社会主義偉業を達成するための⽅向
と⽅途が明⽰されています。
 共和国政府は⾦⽇成・⾦正⽇主義国家建設思想を確固たる指導指針として、国の戦略的
地位と国⼒を新たな⾼い段階に引き上げ、チュチェの社会主義偉業の遂⾏において根本的
な転換をもたらさなければなりません。
 国家の建設と活動において⾃主の⾰命路線を貫徹しなければなりません。
 ⾃主はわが共和国の政治哲学であり、⾦⽇成・⾦正⽇主義国家建設思想において核⼼を
なしています。社会主義国家はすべての活動において⾃主的芯を確⽴し、主体的⽴場を堅
持してこそ、国の尊厳と⼈⺠の運命を守り、⾃国の実情に即して⾃⼒で社会主義を建設
し、完成することができます。わが共和国は、⾃主を朝鮮⾰命の⽣命、国家建設の⼤本と
し、事⼤主義と教条主義、外部勢⼒の強権と圧⼒を断固排撃し、⾰命と建設をわれわれの
⽅式で前進させてきた⾦⽇成同志と⾦正⽇同志の指導のもとに⾃主、⾃⽴、⾃衛の社会主
義国家として建設され、発展してきたのであり、いまも⾃主の強国として世界にその尊厳
と威容を⾼くとどろかせています。この数年、帝国主義との決死の対決の中で並進路線の
歴史的⼤業を成就し、平和へとむかう情勢の流れを主導しているわが共和国の戦略的地位
と影響⼒は⽇ごとに⾼まっています。他国の⾃主権を踏みにじり意のままに操る帝国主義
の策動がいつにもまして露⾻になり、少なからぬ国が⾃国を守る⼒がないために悲惨な運
命を強いられているこんにちの世界で、わが共和国のように⾃主的芯が強く、国家の安全
と⼈⺠の幸福を⾃⼒で保障している国は多くないでしょう。
 国家の建設と活動において⾃主の⾰命路線を堅持することは、わが共和国の⼀貫した確
固不動の⽴場です。
 わが国は地理的にみて⼤国のあいだに位置し、依然として国⼟が分断されており、わが
共和国をおさえつけ、弱化し、圧殺しようとする敵対勢⼒の策動が強まるなかで社会主義
建設をすすめています。地域的、世界的範囲で覇権をにぎろうとする列強間の⽭盾と対決
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も⼀段と激化しています。
 朝鮮⾰命の特殊な環境とこんにちの複雑な世界情勢のもとで共和国が⾃主権と尊厳を固
守し、真の繁栄をきずくためには、確固とした⾃主的⽴場を堅持して⾃国の⼒を強化し、
⾃⽴的に発展していかなければなりません。わが共和国は、世界に社会主義陣営が存在
し、多かれ少なかれ国家間に協⼒関係があった時期にも⾰命と建設において独⾃性と⾃主
性を堅持し、⾃⼒更⽣によって社会主義建設を前進させてきました。⾃主の⾰命路線を堅
持し、⾃⼒で社会主義を建設していくことは、わが共和国がかわることなく堅持すべき国
家建設の根本原則です。
 わが共和国は今後も、どんなに⾵圧が強かろうとも、いかなる挑戦や難関が⾏く⼿をさ
えぎろうとも、わが国家と⼈⺠の根本的利益に関する問題においてはいささかの譲歩や妥
協もしないであろうし、すべてのことを⾃⼒⾃強の原則にもとづいて解決しながら、われ
われの⽅式、われわれの⼒で社会主義強国建設をおしすすめるでしょう。
 ⾃主の⾰命路線を国家建設と活動に具現するうえで重要なことは、⾰命の主体的⼒量を
強化し、社会⽣活の各分野をわれわれの⽅式で発展させることです。われわれは⼈⺠を
チュチェ思想、⺠族⾃主精神で武装させ、党と共和国政府のまわりにかたく結束させて、
国の政治・思想陣地を強固にうちかためなければなりません。共和国政府は経済と国防、
⽂化のすべての分野を確固たる主体的⽴場にたってわれわれの⽅式で発展させ、他国の⽅
式、他国の⾵潮を絶対に許さないでしょう。
 党と⼈⺠⼤衆が統⼀団結されて⾰命の強⼒な主体をなし、⾃主、⾃⽴、⾃衛の強固な基
礎のうえでたえず強化発展するわが共和国の前途は明るく洋々たるものです。
 国家活動と社会⽣活全般に⼈⺠⼤衆第⼀主義を確実に具現しなければなりません。
 ⼈⺠⼤衆第⼀主義は、⼈⺠⼤衆を⾰命と建設の主⼈とみなして⼈⺠⼤衆に依拠し、⼈⺠
のために滅私奉仕するという政治理念です。⼈⺠⼤衆第⼀主義には、⼈⺠をこの世でもっ
とも貴重かつ⼒強い存在としておしたてるチュチェの⾰命哲学が具現されており、⼈⺠を
こよなく⼤切にし、⼈⺠の要求と利益をあくまで実現しようとするわが党と共和国政府の
確固たる⽴場が反映されています。
 ⼈⺠は社会主義国家の根幹であり、地盤であり、その発展の担当者です。党と政権機関
のすべての活動が⼈⺠の要求と利益を擁護、実現し、⼈⺠のために忠実に奉仕することに
徹底的に志向され服従されてこそ、⾰命と建設が成功裏に推進され、社会主義の⽣命⼒と
優越性が強く発揮されるものです。
 国家活動で⼈⺠を重視する観点と⽴場を堅持することは、社会主義建設の過程で幹部の
あいだに権柄と官僚主義のような⼈⺠の利益を侵害する傾向があらわれかねないので、重
要な問題として提起されます。⼈⺠のうえに君臨し、⼈⺠が付与した権限を悪⽤する特権
⾏為は、社会主義のイメージとその⼈⺠性に傷をつけ、党と国家にたいする⼈⺠の⽀持と
信頼を弱め、社会主義制度の存在そのものをあやうくするおそれがあります。
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 わが党は、⼀⽣涯⼈⺠を天のごとく信頼し、⼈⺠のためにすべてをささげてきた⾦⽇成
同志と⾦正⽇同志の以⺠為天の気⾼い思想と志を継承して体するため、⾰命の指導思想で
ある⾦⽇成・⾦正⽇主義の本質を⼈⺠⼤衆第⼀主義と定式化し、チュチェの⼈⺠観、⼈⺠
哲学を党と国家の活動に具現することを重⼤事としてうちだしました。
 「すべてを⼈⺠のために、すべてを⼈⺠⼤衆に依拠して!」というスローガンには、わが
党と共和国政府の⼈⺠⼤衆第⼀主義の⽴場が凝縮されています。われわれは国家社会⽣活
全般において⼈⺠的なもの、⼤衆的なものを最優先、絶対視し、⼈⺠の福利増進のために
すべてのものをおしみなくふりむけてきました。近年、わが国家が壮⼤な⼤建設事業を⼤
掛かりにくりひろげているのも、けっして国に資⾦がありあまっているからではなく、こ
の世でもっともすばらしいわが⼈⺠により幸福で⽂化的な⽣活を享受させるためです。
 わが党と共和国政府は、⼈⺠の利益を侵害する権柄と官僚主義、不正腐敗に反対する闘
争を国家の存亡にかかわる死活的な問題とみなし、それとの断固たるたたかいを宣し、強
⼒な闘争を展開するようにしました。
 党と国家の活動、社会⽣活全般に⼈⺠⼤衆第⼀主義を具現するためのたたかいのなかで
党と国家と⼈⺠は⼀つの運命共同体をなし、わが共和国は、他に類を⾒ない試練や困難に
直⾯しても動揺することなく、⾃⼰の発展軌道にそって⼒強く前進してきました。
 われわれは社会主義建設が深化されるにつれて⼈⺠⼤衆第⼀主義を具現するための活動
により⼤きな⼒をそそいで⾰命の前進原動⼒を倍加し、他⼈が模倣することのできない朝
鮮式社会主義の固有の優越性を引き続き⾼く発揚させなければなりません。
 党と国家は⼈⺠のために滅私奉仕し、⼈⺠は党と国家に⾃分の運命と未来を全的に託
し、真⼼をつくしてつかえているところに⼈⺠⼤衆第⼀主義の具現されたわが国家の真の
姿があります。
 共和国政府は⼈⺠⼤衆第⼀主義を根本のなかの根本としてかわりなく堅持し、⼈⺠の⼒
に依拠して⼈⺠の理想である社会主義の明るい未来をはやめるために⼒強くたたかうで
しょう。
 国家の活動全般にたいする党の指導を全⾯的に保障しなければなりません。
 党の指導は社会主義国家建設本来の要求であり、国家活動の⽣命線です。社会主義国家
は、⼈⺠⼤衆の要求と利益の体現者である党の指導のもとでのみ⼈⺠の奉仕者としての使
命をりっぱに果たし、社会⽣活の各分野と地域にたいする統⼀的指導と全般的社会主義建
設のための闘争を正しくすすめていくことができます。⾰命的党の指導が保障されていな
い社会主義政権は、⾃分の本性を失い、反動勢⼒と陰謀家の⾔いなりになって、結局は⼈
⺠が政治的孤児の不幸な境遇をまぬかれることができなくなります。
 わが党は、各段階の社会⾰命と社会主義建設を導く過程に豊かな経験をつみ、⾼い指導
的⼿腕と能⼒を有した⽼練かつ洗練された⾰命の参謀部です。敵対勢⼒との鋭い対決のな
かで社会主義強国を建設するための壮⼤で創造的なたたかいを導いて、世界が⽬を⾒張る
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奇跡的な勝利をつぎつぎともたらしているわが党の指導は、⼈⺠にかぎりない誇りと必勝
の信念をあたえています。
 国家活動にたいする党の指導は、政治的指導、政策的指導でつらぬかれなければなりま
せん。党は、社会主義政権のすすむべき指針を⽰し、すべての国家活動を正しくおこなう
ように導く先導的⼒量であり、国家は、党の路線と政策の実⾏者、貫徹者です。党と政権
とのこのような相関関係からわが党は、国家活動にたいする党的指導の実現にあたってす
べての党組織が⾃分の部⾨、⾃分の単位の活動を統⼀的に掌握し、政治的に、政策的に指
導することに深い関⼼を払っています。政治的指導機関である党が⾏政活動にまきこま
れ、実務的⽅法に固執するならば⾃分の本道を失うのはもとより、⾏政機関の機能を⿇痺
させ、党の権威を傷つけるばかりか、ひいては⾰命と建設を台無しにするおそれがありま
す。
 いまわが共和国政権は、朝鮮労働党の⾰命的な指導思想と科学的な戦略・戦術にもとづ
き、国家と社会にたいする統⼀的指導を円滑に実現しています。共和国政府は今後も、党
の思想と指導に忠実にしたがうことにより、⼈⺠⼤衆の⾃主的権利の代表者、創造的能⼒
と活動の組織者、⼈⺠⽣活に責任をもつ⼾主、⼈⺠の利益の保護者としての使命を果たさ
なければなりません。
 ⾦⽇成・⾦正⽇主義が明⽰した社会主義国家建設の思想と原則を堅持していくとき、わ
が共和国は誰も⼿出しすることのできない⾃主の強国、⼈⺠の理想が全⾯的に実現する⼈
⺠の国家、底知れない発展潜在⼒をあますところなく発揮し世界に先んじる偉⼤な国とし
てよりりっぱに建設され、社会主義偉業の勝利はさらにはやまるでしょう。
 

2

 同志のみなさん。
 社会主義強国の建設をめざす現段階の闘争においてわが共和国に提起されている中⼼的
課題は、国のすべての⼒を経済建設に集中して社会主義の物質的基礎をうちかためること
です。
 経済的⾃⽴は⾃主的な国家建設の物質的保証であり、前提です。⾃⽴的で強⼒な経済⼒
によってのみ国家の尊厳を守り、政治的・軍事的威⼒をたえず強化することもできます。
 こんにちの政治情勢の流れはわが国家をして、⾃⽴、⾃⼒の旗じるしをさらに⾼くかか
げることを求めています。
 最近、われわれの核武装⼒の急速な発展から⾃国の安全に不安を感じたアメリカは、会
談の場では関係改善と平和を云々し、他⽅では必死になって経済制裁を追求しながら、な
んとしてもわれわれがすすんでいる道を逆戻りするようにさせています。彼らは先に朝鮮
の武装を解除し、その後、政権を転覆させる野望を果たそうとあがいています。アメリカ
がわが国家の根本的利益に反する要求をなんらかの制裁解除の条件としてもちだしている
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状況下で、どうしてもわれわれとアメリカとの対峙は⻑期性をおび、敵対勢⼒の制裁もつ
づくようになるでしょう。われわれは敵対勢⼒の恒常的な制裁のなかで社会主義を建設し
てきましたが、だからといって絶対にそれに慢性化してはならず、⾰命の前進速度を少し
も緩めることはできません。⼒をもってしてはわれわれをどうすることもできない勢⼒に
とって制裁は窮余の⼀策といえども、それがわれわれにたいする許しがたい挑戦となるの
で、けっして容認することも傍観視することもできず、かならずそれにたちむかって粉砕
しなければなりません。⻑期にわたる核脅威を核によって終息させたように、敵対勢⼒の
制裁の強⾵は⾃⽴、⾃⼒の熱⾵によって⼀掃しなければなりません。
 われわれには最短期間内に国の経済を活性化し、世界の先進⽔準へ跳躍することのでき
る⾃⽴的な発展能⼒と基盤があります。数⼗年にわたってうちかためた⾃⽴経済の⼟台と
強⼒な科学技術⼒量、⾃⼒更⽣を体質化し愛国的熱意で⾎潮をたぎらせる英雄的⼈⺠の創
造的⼒は、われわれの貴重な戦略的資源です。われわれはこの巨⼤かつかぎりない潜在⼒
を最⼤限に発揮させ、いま⼀度世界をおどろかす奇跡的な神話を創造し、他国を追い越し
いっそう⾶躍しなければなりません。
 ⾃⽴的⺠族経済建設の路線を堅持し、⾃⼒更⽣の⾰命精神を強く発揮してこそ、われわ
れは誰も予測することも想像することもできない⼒によって、おどろくべき発展上昇の⼀
路を⾛りつづけることになるでしょう。
 社会主義経済建設においてわが党と共和国政府のうちだしている戦略的⽅針は、⼈⺠経
済をチュチェ化、現代化、情報化、科学化することです。
 ⼈⺠経済の⾃⽴性と主体性を全⾯的に強化すべきです。
 ⾃⽴経済発展の基本的保証である動⼒と燃料、原料の⾃給⾃⾜を実現するためのたたか
いを⼒強く展開しなければなりません。
 電⼒⼯業部⾨では、既存の動⼒基地を整備、補強して⽣産を最⼤限ふやし、電⼒の供給
を科学化、合理化するとともに、⽔⼒と潮⽔⼒、原⼦⼒をはじめ将来性のあるエネルギー
資源を積極的に開発してより多くの発電能⼒を造成しなければなりません。
 経済発展の先兵である炭鉱、鉱⼭では、探鉱と掘進を先⾏させ、採掘と運搬の機械化の
実現に⼒を集中して⼯業の糧である⽯炭と鉱物の⽣産を⼤々的にふやすべきです。
 ⾦属⼯業部⾨では、チュチェ鉄の⽣産基地を科学技術的に完備し、正常運営するととも
に、われわれの実情にあう近代的かつ、⼤規模の新しい鉄⽣産システムを確⽴し、化学⼯
業を徹底的にわれわれの原料と資源に依拠するチュチェ⼯業、省エネ型、省⼒型⼯業にき
りかえて肥料と化学繊維、プラスチックなどさまざまな化学製品にたいする国内需要をみ
たさなければなりません。
 ⼈⺠⽣活の向上で決定的意義をもつ⾷の問題と消費財の問題を最短期間内に解決するこ
とが⼤切です。
 農業部⾨では、種⼦と肥料、⽤⽔の問題と耕地⾯積の保障にとりわけ関⼼をはらい、科
学的営農⽅法をとりいれ、農作業の機械化⽐重を⾼めて、党の⽰した穀物⽣産⽬標を無条
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件達成しなければなりません。養鶏⼯場と養豚⼯場をはじめ畜産基地を近代的に新設、改
造し、家畜飼育管理を科学化し、草⾷家畜飼育を⼤衆あげての運動として根気よくおしす
すめるとともに、⽔産業の物質的・技術的⼟台を強化して⽔産物の⽣産と加⼯で転換をも
たらすべきです。
 軽⼯業部⾨の⼯場では、原料、資材の国産化とともにリサイクルを重要な戦略としてと
らえ、⽣産⼯程の近代化を推進し、新製品の開発に⼒を⼊れて、⼈⺠に多様で良質の消費
財がより多く⾏きわたるようにすべきです。
 われわれは、⼈⺠によりりっぱで⽂化的な⽣活条件をもたらすための⼤建設事業をいっ
そう⼒強く展開すべきです。建設部⾨では建築設計と建設⼯法を⾰新し、建設単位の技術
装備⽔準を⾼めて世界的な建築物をより多く建設し、建材⼯業部⾨ではセメントの⽣産能
⼒を拡張し、仕上げ建材の国産化⽐重を画期的に⾼めるべきです。
 交通運輸部⾨では、わが国の現実的条件に即して鉄道輸送と船舶輸送を強化するための
⾰命的な対策を講じ、⾸都と道都の旅客運輸問題をわれわれの⽅式で解決すべきです。
 ⼈⺠経済の部⾨別構造をさらに改善、完備し、すべての部⾨を調和よく発展させ、マグ
ネシア⼯業と⿊鉛⼯業をはじめ将来性のある経済分野で世界的な競争⼒を確保しなければ
なりません。
 ⼈⺠経済の近代化、情報化を積極的に実現し、国の経済を知識経済に確固と転換させる
べきです。
 機械製作⼯業、電⼦⼯業と情報産業、ナノテクノロジー、バイオテクノロジーをはじめ
先端技術産業の発展のための戦略と⽬標をたて、投資を集中すべきです。すべての部⾨
で、科学技術と⽣産が⼀体化され、⽣産⼯程のオートメ化、知能化、無⼈化が⾼い⽔準で
実現した親⼯場、モデル⼯場を建設し、それを⼀般化させて、経済全般を世界の先進⽔準
に引き上げるべきです。
 地⽅経済を発展させ、対外経済活動を活性化すべきです。
 各道・市・郡では、その地⽅の⾃然地理的有利性と経済技術的および伝統的特性を正し
く⽣かして地域的特⾊のある経済を建設し、発展させるべきです。国家的に地⽅が⾃⼒で
⽴ち上がり、発展することができるように権限をあたえ、実務的対策を追いつかせるべき
です。
 対外経済部⾨では、⾃⽴的⺠族経済建設路線に徹して国の経済的⼟台の強化に切実に必
要な部分と箇所を補充する⽅向で対外経済協⼒と技術交流、貿易活動を多⾓的に、主動的
に、策略をめぐらせてくりひろげるべきです。
 社会主義⾃⽴経済の潜在⼒を最⼤限ひきだすために、国のあらゆる⼈的、物的資源と可
能性を統⼀的に動員し、経済発展の新しい要素と原動⼒を⽣かすための全⾯的な対策を講
じるべきです。
 国の経済活動を国家の統⼀的な掌握と統制、戦略的な作戦と指揮のもとにおこなうべき
です。
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 国家経済発展戦略と段階別計画を科学的かつ現実的にたててかならず遂⾏し、経済活動
にたいする国家の統⼀的指導と戦略的管理を円滑に実現するとともに、企業体が⽣産と経
営活動をスムーズにおこなえるように機構体系と活動体系を整備しなければなりません。
 経済活動に関する国家の制度的、法律的条件と環境を改善し、経済機関、企業体が国家
の利益と⼈⺠の福利増進を優先し、所定の法と秩序を厳守するように強い規律を確⽴しな
ければなりません。
 社会主義経済本来の要求に即して計画化をいっそう改善し、経済管理のキーポイントで
ある価格、財政、⾦融問題を経済原理と法則にあいながらも、現実的意義があるように解
決して、企業体と⽣産者が強い意欲と熱意をもって働くようにすべきです。経済活動を科
学的な⾒積もりにもとづいて最良化、最適化するための対策を講じ、原料と資材、資⾦と
労働⼒を極⼒節約し、⽀出の効果性を⾼めて国のすべての資源が国家発展に最⼤限に寄与
するようにすべきです。
 ⾃⽴経済発展の基本原動⼒は⼈材と科学技術です。
 ⼈材重視、科学技術重視の気⾵が確固たる国⾵になるようにし、⼈材を積極的に探しだ
して適材適所に配置し、⽣産と技術の発展を主導していくようにするとともに、科学技術
部⾨にたいする国家的投資をたえずふやさなければなりません。
 戦略的かつ中核的で、実利が得られて経済的意義の⼤きい重要科学技術研究課題と対象
を正しく定め、⼒量と資⾦を集中することによって経済全般を活性化し、先端技術産業を
発展させるうえで科学技術が決定的な寄与をするようにしなければなりません。
 共和国の政治的、軍事的威⼒をさらに強化すべきです。
 わが共和国の政治的、思想的⼒は社会主義国家政治制度の優越性と強固さにもとづいて
います。われわれは、すべての⼈⺠に真の政治的権利と尊厳を実質的に保障し、全国が思
想・意志、道徳・信義のうえで団結してたえまない発展をとげていくわれわれの制度の政
治的、思想的優越性を強く発揮させなければなりません。
 共和国政府は⼈⺠の利益を絶対的基準とし、⼈⺠の意思と要求を反映させて政策をたて
実⾏することによって、労働者、農⺠、知識⼈をはじめとする広範な勤労⼤衆が国政の真
の主⼈として国家社会管理に積極的に参加するようにしなければなりません。
 共和国政府は、社会主義社会本来の要求に即して政治思想活動を確固と優先させて、社
会の全構成員を真の⾦⽇成・⾦正⽇主義者に育て、わが国家の政治的・思想的統⼀と団結
をさらに強化しなければなりません。
 共和国政府は、国家の法体系を完備し、国家社会⽣活における法の役割を強めるように
しなければなりません。
 共和国法は、⾰命の獲得物を守りぬき、社会主義制度を強化発展させ、⼈⺠の権利と利
益を擁護、保障する強⼒な武器です。⾰命と建設が深化するにつれて党政策の要求に⽴脚
し、現実を反映して法規範と規定をより細分化、具体化して科学的に制定、完成し、適時
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に修正、補⾜することによって、社会主義国家の⼈⺠的な政治の実現をしっかり保証しな
ければなりません。全社会に社会主義順法気⾵を確⽴して、全⼈⺠が⾼い順法意識をもっ
て国家の法を重んじ、⾃発的に、義務的に遵守するようにし、法律執⾏機関の役割を強
め、法規執⾏において⼆重規律を許容してはならず、法律の適⽤で科学性と客観性、公正
さと慎重さを堅持することによって、わが国を法が⼈⺠を守り、⼈⺠が法を守るもっとも
すぐれた社会主義法治国家につくらなければなりません。
 ⾃衛的国防⼒はわが共和国の⾃主権守護の強⼒な宝剣です。
 こんにち、朝鮮半島に到来しはじめた平和の気流は強固なものではなく、わが共和国に
たいする敵対勢⼒の侵略企図が消えたのでもありません。われわれは、強⼒な軍事⼒に
よってのみ平和が保障されるという哲理をつねに銘記し、⾃衛の原則をゆるぎなく堅持
し、国防⼒をひきつづき強化しなければなりません。
 共和国政府は⼈⺠軍を強化し、全⼈⺠武装化、全国⼟要塞化の実現に必要な⼈的・物的
資源を優先的に⼗分に保障し、国防⼯業のチュチェ化、現代化を完璧に実現して、国家の
防衛⼒をたえず向上させていくでしょう。
 社会主義⽂化をわれわれの⽅式で開花、発展させるべきです。
 国家的に教育を最優先する気⾵を確⽴し、われわれの⽅式の教育⾰命をおしすすめて、
先進国の教育⽔準を追い越さなければなりません。教育部⾨では教員の陣容をかため、現
代教育発展の趨勢に即して教育の質を⾼めて、国の科学技術発展と社会主義建設を担って
たつ⼈材をより多く育成しなければなりません。
 全⼈⺠科学技術⼈材化のスローガンを⾼くかかげて、すべての勤労者を働きながら学ぶ
教育システムに網羅させて知識型勤労者に育てなければなりません。
 共和国政府は、社会主義保健医療事業に特に⼤きな⼒を⼊れるべきです。医療サービス
活動をさらに改善し、医科学技術を先端⽔準に引き上げ、保健医療部⾨の物質的・技術的
⼟台を強固にして、⼈⺠にわが国の社会主義保健医療制度の恩恵がより多く⾏きわたるよ
うにしなければなりません。
 ⽂化芸術部⾨では、時代の要請と⼈⺠の志向を反映させた名作をより多く創作し、特に
映画部⾨で新世紀の映画⾰命の⽕の⼿を燃え上がらせて、社会主義⽂化発展の新たな全盛
期をひらくうえで先駆的役割を果たさなければなりません。
 スポーツは国⼒を強め、⺠族の英知と尊厳をとどろかせるうえできわめて重要な役割を
果たします。国家的にスポーツ科学と専⾨スポーツ技術を発展させ、⼤衆スポーツ活動を
広く⼿配しおこなうことに⼒を⼊れる⼀⽅、国際競技⼤会も⼗分におこなえるようにス
ポーツ施設をふやし、近代的に改造するための活動を先を⾒通しておこなわなければなり
ません。
 社会主義的⽣活様式と道徳紀綱を確⽴することは、われわれの思想、われわれの制度を
守り輝かせるための深刻な政治闘争であり、きびしい階級闘争です。
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 われわれは、社会の全構成員が社会主義のわが⽂化が⼀番であり、われわれの⽣活様式
と道徳が⼀番だという誇りと⾃負をいだいて集団主義的⽣活気⾵と道徳気⾵を⾼く発揮
し、⽂明の発展を志向するこんにちの時代の美感にあう朝鮮式の⾰命的かつ楽天的な⽣活
⽂化を積極的に創造し、広く享受するようにしなければなりません。⼈々の精神を侵⾷
し、社会を変質、堕落させるあらゆる不健全で異質な傾向の些細な要素についても警戒⼼
をもって思想教育、思想闘争を⼒強くおこない、法的闘争の度合いを強めてわが国家の思
想、⽂化陣地を固守しなければなりません。
 共和国政府に課された膨⼤な⾰命課題を成功裏に遂⾏するためには、⼈⺠政権機関の機
能と役割を強めなければなりません。
 ⼈⺠政権機関は、⾰命発展の要求に即して社会全般にたいする統⼀的指導をいっそう強
化すべきです。
 社会主義的政治制度をたえず強化発展させ、経済・⽂化建設をおしすすめるための活動
をとらえていかなければなりません。とくに政権機関の活動で経済事業を優先視し、⼈⺠
⽣活を向上させることに⼒を集中しなければなりません。社会⽣活のすべての分野と地域
を掌握し、統⼀的に指導するとともに、個別的部⾨と単位の創意性を強く発揮させるべき
です。
 ⼈⺠政権機関は、その本分に即して⼈⺠⼤衆のために滅私奉仕する気⾵を確⽴しなけれ
ばなりません。
 ⼈⺠政権機関はつねに⼈⺠の声に⽿をかたむけ、彼らの要求を反映させて仕事を計画
し、設計し、⼈⺠が望むことをみつけだしてあくまで実⾏し、⼈⺠⼤衆を動かして党の路
線と政策を貫徹しなければなりません。すべての活動で⼈⺠の利益と利便性を最優先で保
障し、⼈⺠の⽣活を責任をもって⾒守らなければなりません。
 ⼈⺠政権機関は、⾦正⽇同志が国情がもっとも困難な時期にもかわることなく固守した
無料義務教育制と無料治療制をはじめすぐれた⼈⺠的施策を正しく実施することによっ
て、⼈⺠が社会主義祖国のすばらしさを⽣活を通じて実感し、祖国の富強、発展のために
ふるいたつようにしなければなりません。
 ⼈⺠政権機関は、党の指導のもとでのみ活動することを鉄則とすべきです。
 ⼈⺠政権機関は、党の思想と⽅針を尺度にしてすべての活動をおこない、党の政策を積
極的に擁護し、党の⽰した⾰命課題を忠実に実⾏することによって、わが党の政策の⽣命
⼒が誇⽰されるようにすべきです。各級党組織は、⾰命発展の要求に即して政権機関の活
動にたいする集団的指導を深化させ、すべての幹部が⾰命にたいして担っている⾃分の責
任と本分を果たすように極⼒あとおしすべきです。
 各級⼈⺠政権機関の幹部の責任感と役割を強めるべきです。
 こんにちの躍動する現実は、幹部が総攻勢の先頭に⽴って果敢な闘争を展開し、⾰命の
指揮メンバーとしての本分を果たすことを切実に求めています。
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 ⼈⺠政権機関の幹部は強い党性と⾰命的原則性をもち、課された仕事を、⾃分が全的に
責任を負う⽴場にたって、⼤胆かつ積極的におしすすめなければなりません。⼤胆さと積
極性が党を信じる⼼から⽣まれるとすれば、⼩⼼さと⼈の顔⾊をうかがう消極性は党にた
いする信頼不⾜から⽣まれます。幹部は党があとおししてこそ実績を上げる受動的な活動
態度を決定的に根絶し、党からあたえられた課題は⾝を粉にして最後までやりとげる強靭
な⾰命家的活動姿勢をもたなければなりません。幹部は着想⼒と組織⼒、掌握⼒と指導
⼒、展開⼒をたえず養い、どんな課題でもりっぱにやりこなす仕事の達⼈にならなければ
なりません。わが党の⼤衆⼯作⽅法を体得し、すべての活動で率先垂範の気⾵を発揮し、
⼈⺠のために靴の底がすり減るほど⾛らなければなりません。わが党の⼈⺠愛の真意を胸
にきざみつけ、⼈⺠にたいしてかぎりなく謙虚であるべきであり、つねに⼈⺠と⽣死、苦
楽をともにし、⼈⺠のために⼀⾝をささげる⼈⺠の真の忠僕にならなければなりません。
 

3

 同志のみなさん。
 ⺠族最⼤の悲願である祖国統⼀のためのわれわれの歴史的闘争はこんにち、新しい局⾯
を迎えています。
 われわれは、⾦⽇成同志と⾦正⽇同志が⼀⽣涯最⼤の⼼⾎をそそぎ、労苦を費やした祖
国統⼀の偉業をかならず実現するという決⼼をかため、北南関係の改善と朝鮮半島の平和
保障のための画期的な措置をつぎつぎと講じています。
 昨年、われわれが三度にわたって歴史的な北南⾸脳の対⾯と会談をおこない、北南宣⾔
を採択して北南関係に劇的な転換をもたらしたことは、刻⼀刻と戦争の瀬⼾際に近づく重
⼤な情勢を転換させ、祖国統⼀のための新しい旅程の出発を宣⾔した、ひじょうに⼤きな
意味があるできごとでした。
 いま、全⺠族は歴史的な板⾨店宣⾔と9⽉平壌共同宣⾔が忠実に履⾏されて朝鮮半島の
平和的雰囲気が持続し、北南関係がたえず改善されていくことを切に願っています。
 しかし、南朝鮮の保守勢⼒は⺠族の志向と国際社会の⼀致した期待にあまりにも不誠実
な⾔動をもってこたえており、北南関係を板⾨店宣⾔発表以前の状態に逆戻りさせようと
あがいています。
 アメリカは南朝鮮当局に「速度の調節」を露⾻に強いており、北南合意の履⾏を⾃分た
ちの対朝鮮制裁・圧迫政策に服従させようとあらゆる⾯にわたって策動しています。その
ためわれわれは、朝鮮半島の緊張を緩和し、北南関係改善の雰囲気を持続させるか、さも
なければ戦争の危険が深まるなか、破局へとむかいつつあった過去に戻るのかという重⼤
な岐路に直⾯しています。
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 われわれは⺠族の運命と前途、地域の平和と安全について深く憂慮させるいまの事態を
⼿をこまねいて傍観するわけにはいかず、全同胞の⼀致した志向と念願に即して早急に改
善するための積極的な対策を講じていかなければなりません。
 そのためにはまず、いかなる困難や障害が横たわろうとも、⺠族の総意が集約された北
南宣⾔をかわることなく固守し、忠実に履⾏していくという⽴場と姿勢をとらなければな
りません。
 すでに⾔明しているように、南朝鮮当局と⼿をとりあい、北南関係を持続的でゆるぎな
い和解・協⼒関係に転換させ、全同胞の⼀致した願いどおり、平和的でともに繁栄する新
しい⺠族史をつづっていくというのがわたしの確固不動の決⼼であることをいま⼀度明ら
かにしておきたいと思います。
 現在の憂慮すべき事態を収拾し、北と南が苦労のすえにもたらした関係改善の好ましい
雰囲気を盛り上げ、それが平和と統⼀の意味のある結実となるようにするためには、⾃主
精神を曇らせる事⼤主義的根性と⺠族共通の利益をおかす外部勢⼒依存政策に終⽌符をう
ち、すべてのことを北南関係の改善に服従させなければなりません。
 わたしは、南朝鮮当局が真に北南関係の改善と平和、統⼀を願うのなら、板⾨店対⾯と
9⽉平壌対⾯のときの初⼼にたちかえり、北南宣⾔を誠実に履⾏して⺠族にたいする⾃分の
責任を果たすべきだと思います。
 南朝鮮当局は、成り⾏きを⾒て右往左往し、せわしく⾏脚して差し出がましく「仲裁
者」、「促進者」のように振る舞うのではなく、⺠族の⼀員として⾃分の信念をもち、
堂々と⾃分の意⾒を述べて⺠族の利益を擁護する当事者にならなければなりません。
 北南関係改善の雰囲気をひきつづき⽣かしていくためには、敵対的な内外の反統⼀・反
平和勢⼒の蠢動を粉砕しなければならないというのが、われわれの⼀貫した主張です。
 アメリカとともに、名称だけかえて、中断することになっていた合同軍事演習までもふ
たたび強⾏しながら、隠蔽された敵対⾏為を執拗につづける南朝鮮軍部好戦勢⼒の無分別
な策動をそのままにしておいて、また、⼀⽅的な強盗さながらの要求を前⾯にもちだし、
関係改善に⼈為的な障害をもたらしているアメリカの時代錯誤的な傲慢さと敵視政策を根
源的に清算することなしには、北南関係における進展や平和・繁栄のいかなる結実も期待
できないということを、⼿遅れにならないうちにさとることが必要です。
 北と南、海外の全同胞は、⺠族の運命と前途をかけて、北南関係の改善と平和統⼀へむ
かう歴史の流れに挑戦するアメリカと南朝鮮保守勢⼒の策動を断固阻⽌し、破綻させなけ
ればなりません。
 南朝鮮当局が真に北南関係の改善と平和、統⼀の道へすすむつもりなら、われわれの⽴
場と意志に共感して歩調をあわせるべきであり、⾔葉ではなく、実際の⾏動によってその
本意を⽰す勇断をくだすべきです。
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 わが党と共和国政府は、今後も⺠族の志向と念願をおごそかに銘記し、北南関係の持続
的な発展と国の平和統⼀を実現するためにひきつづき真剣な、かつ粘り強い努⼒を傾注す
るでしょう。
 同志のみなさん。
 世界の脚光をあびて昨年の6⽉にシンガポールでおこなわれた史上はじめての朝⽶⾸脳
会談は、砲⽕をまじえていた朝鮮半島に平和定着の希望をあたえた画期的な契機とな
り、6・12朝⽶共同声明は、世紀を継いで敵対関係にあった朝⽶両国が新しい関係の歴史
をつづっていくことを世界に告げた歴史的な宣⾔であるため、平和を志向する国際社会の
全幅の⽀持と賛同を得ました。
 朝鮮⺠主主義⼈⺠共和国は、核実験と⼤陸間弾道ロケット試験発射の中⽌をはじめ重⼤
で意味のある措置を主動的に講じて、朝⽶敵対関係解消のキーポイントである信頼構築の
第⼀歩をふみだすとともに、アメリカ⼤統領の要請した⽶軍遺⾻送還の問題を実現すると
いうおおような措置も講じて、新しい朝⽶関係樹⽴の⾥程標となる6・12朝⽶共同声明を
誠実に履⾏しようとする意志を⽰しました。
 しかし、去る2⽉ハノイでおこなわれた第2回朝⽶⾸脳会談は、われわれが戦略的決断と
⼤勇断をくだしてふみだした歩みが果たして正しかったかという強い疑問を抱かせ、アメ
リカが真に朝⽶関係を改善しようとしているのかという警戒⼼を抱かせる契機となりまし
た。
 われわれは第2回朝⽶⾸脳会談で、6・12朝⽶共同声明を履⾏するためにかならず経なけ
ればならない段階と⼿順を朝⽶双⽅の利害に合致するように設定し、より重みと信頼性の
ある措置を講ずるという決⼼を披瀝し、これにたいするアメリカの呼応を期待しました。
ところが、アメリカは全く実現不可能な⽅法についてのみ頭を使って会談の場にでてきま
した。
 換⾔すれば、われわれと対⾯して問題を解決していく準備ができておらず、明確な⽅向
と⽅法論もありませんでした。
 アメリカがそのような考え⽅で百回、千回われわれと対⾯したとしても、われわれを少
しも動かすことができないだろうし、なんらの利益も得ることができないでしょう。
 いま、アメリカではわれわれの⼤陸間弾道ロケット迎撃を想定した試験がおこなわれ、
アメリカ⼤統領が直接中⽌を公約した軍事演習が再開されるなど、6・12朝⽶共同声明の精
神に逆⾏する敵対的な動きが露⾻になっており、これはわれわれをはなはだしく刺激して
います。
 わたしはこのような流れをすこぶる不快に思っています。
 ⾵が吹けば波がたつように、アメリカの対朝鮮敵視政策が露⾻になればなるほど、それ
に対応してわれわれの⾏動もかわりえます。
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 最近、アメリカは第３回朝⽶⾸脳会談を開くことを考えており、対話による問題解決を
強く⽰唆していますが、新しい朝⽶関係樹⽴の基本的⽅途である敵視政策の撤回には依然
として背をむけており、かえってわれわれに最⼤の圧迫をかければ屈服させることができ
ると誤判しています。
 もちろんわれわれも対話と協商による問題解決を重視していますが、⾃分の要求だけを
⼀⽅的におしつけようとするアメリカ式対話法は体質的にあわず、興味もありません。
 アメリカが対話を通じて問題を解決しようと⾔いながら、われわれにたいする敵対感情
を⽇ごとにあおりたてているのは、油で⽕を消すといったようなおろかで危険な⾏動で
す。
 朝⽶間に根深い敵対感情が存在している状況のもとで6・12朝⽶共同声明を履⾏してい
くためには、双⽅がたがいの⼀⽅的な要求条件をとりさげ、各⾃の利害に合致した建設的
な解決法を⾒いださなければなりません。
 そのためにはまず、アメリカがいまの計算法をすて、新しい計算法をもってわれわれに
近寄ることが必要です。
 いま、アメリカは第３回朝⽶⾸脳会談の開催について多くを語っていますが、われわれ
にとってハノイ朝⽶⾸脳会談のような⾸脳会談が再現されるのはうれしいことではなく、
それをおこなう意欲もありません。
 しかし、トランプ⼤統領がしきりに述べているように、わたしとトランプ⼤統領の個⼈
的関係は両国の関係のように敵対的なものではなく、われわれは依然として良好な関係を
維持しており、思いたったらいつでもたがいに安否を問う⼿紙をやりとりすることもでき
ます。
 アメリカが正しい姿勢でわれわれと共有できる⽅法論をみいだしたうえで第３回朝⽶⾸
脳会談の開催を提起するなら、われわれとしてももう⼀度は会談をおこなう⽤意がありま
す。
 しかし、いまこの場で考えてみると、制裁を解除するために、のどが渇いたようにアメ
リカとの⾸脳会談に執着する必要はないという気がします。
 ともかく今年の末までは忍耐強くアメリカの勇断を待つつもりですが、このまえのよう
によい機会をふたたび得るのはたしかにむずかしいでしょう。
 今後、朝⽶双⽅の利害に合致し、双⽅がともに受け⼊れることのできる公正な内容が紙
⾯に記されてこそ、わたしはためらうことなくその合意⽂書に署名するであろうし、それ
は全的にアメリカがどのような姿勢で、いかなる計算法をもってでてくるかにかかってい
ます。
 明⽩なことは、アメリカがいまの政治的計算法に固執するなら、問題解決の展望は暗い
であろうし、危険きわまりないだろうということです。
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 わたしは、アメリカがこんにちのような重要な時点で賢明な判断をくだすものと期待
し、かろうじてとめた朝⽶対決の秒針が永遠に⼆度と動きださないことを願っています。
 共和国政府は、わが国の⾃主権を尊重し、わが国に友好的にたいする世界各国との友好
と協⼒のきずなを強化発展させるとともに、朝鮮半島に恒久的でゆるぎない平和体制を構
築するために、世界のすべての平和愛好勢⼒としっかり⼿をたずさえていくでしょう。
 同志のみなさん。
 ただいま述べたように、敵対勢⼒の制裁解除の問題などにはこれ以上執着しないであろ
うし、わたしはわれわれの⼒によって繁栄の道をひらくでしょう。
 われわれの闘争⽬標は膨⼤であり、社会主義建設の前途には依然として挑戦と困難が横
たわっていますが、⾦⽇成・⾦正⽇主義の旗じるしを⾼くかかげて⾃⼒で富強の新しい局
⾯をひらき、強国の理想と⽬標を実現していこうというわが党と共和国政府の意志は確固
不動です。
 ⾃主の道に繁栄があり、勝利があります。⾃分の⼒を信じ、⾃分の⼒で前途をきり拓い
ていくという確固たる信念と意志をもつ国家と⼈⺠の⼒強い進軍は何をもってしても逆戻
りさせたりおしとどめることはできません。
 ともに、⾦⽇成・⾦正⽇主義の旗じるしをさらに⾼くかかげ、党と共和国政府のまわり
にかたく団結して、社会主義強国建設の偉業をりっぱに実現するために総進撃しましょ
う。


